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《解説》

ウインドウレス鶏舎における鶏病の発生要因と対策

(採卵鶏)

鶏病研究会

干305-0856茨城県つくば市観音台 1-21-7サンビレッジ川村C.I0l
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はじめに

近年，わがi主|の採卵養潟iX!i業は，自，;J養戸数の減少が.illi

む一方で，規模が著 しく拡大している。農林Jl<ifi!省の者

法統計を基に， 1991年と 2008{I':を比較してみると，成

鶏雌羽数 (6カ月以、|二)は 139，298千羽から 142，523千羽

と変わらないのに対して， filij養戸数は 10，100戸から

3，300戸へと減少し 一戸 )1'1たりの飼養羽数は 13，792羽

から 43，189'1'J と高句 31白に:lìIIJJrIしている ( [~[ 1)。同時に，

大LVlの!足場では鶏舎収谷:'1'J数の人:1[lffiなWl加も.illiんでい
る。このような飼養羽数の哨加を可能にしたのがウイン

ドウレス (WL)鶏舎であるo

¥VL鶏舎は宗|人jilfuJ支の管.!1nが作易で，飼料刻u1f・作業
和[，・人1i[二塁~なとの点で優れているため，従来は気ì~iの低

い地域で多くみられたが，最近では全国的に?!?及してい

る18'0(社)日本養鵡協会による 2005年の淵交では，開放

鴻会の ~Iilj合は 7 1.7%に対し， ¥VL鶏舎の';lfIJ合は 28.3%と

少ないが，収容されている採卵携は 52.5%と多い(表

1 ) 。 また，採卵)!，~Jを対象にした 2007 年の誹l奇ーでは， WL 

泌を?の間IJX奥行きはそれぞれ平均 12m x84 m，床面積

は約 1，031m'で，収容羽数は平均 3.87j羽 (坪当たり

120羽)である。一方，開放鶏舎では間口 ×奥行きは平均

12mX70m， );.j..:illi積は約 878m~ で，収容羽数は平均1.1

万ニドJ(坪当たり 39羽)であった。 この数字から採卵川

WL鶏舎の収谷信!支は開放鶏舎の 3倍で， 1手l当たりの

ケージ面積が WL 鶏舎では 418cm~ であるのに対し，開
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放鶏舎では 514cm'となっている。

1997 :1下頃の在!U，色鮮卵業界では， レイヤー素びなの l

ロット 当たりのりは台数は最高 30，000'1'Jが適当とされて

いた川。しかし，鶏舎当たりの自;;J養羽数が多い ¥VL務会

では，種卵が複数の種鴻群から供給されることになるo

*稿では採卵鶏の WL鶏舎に焦点をあてて，鶏病発生

の要因，注目すべき疾病，i!tj ~ [，.)(-r]Ti， )!，~舎の洗浄と対策，

ワクチネーンョンについてまとめた。

1. 疾病の発生要因

最近の WL 採卵潟舎は大~\~化しており， 10万羽を超

えるものも多L、。 大引 WL 1!.~舎では複数の手事務昨から ~[fr

が導入されるため，サルモネラ症をはじめとする介卵感

染のリスク増大や移行抗体のバラツキによるワクチン効

果の低下などを約き易くなる。

また WL))島舎では従米に1!l~かった{臭気方式や立体多

段式ケージシステムが主流になっているため，飼養TIv.ll!!

の人為的ミスやシステムの故障・老朽化などによる換気

イイ足や飼養環境の :ll.~化が病気の発生安凶 となる川。 特に

冬期lに換気量を減らした?~U3t管.ill'を行 うと，ホコリの増

加lやアンモニアガス濃度の上昇を招き，この状態で大EJ
の換気を行うと病原体が拡散.fA掃され，サルモネラ泊二

や大腸菌症の発生することが指摘されているo

また， WL総合は電気設備が多く， 立体多段式構造ーの

ため，オールアウト後の消奇，)!sの観察， ワクチンの均

ーな投与，ネズミ対策が刻常に|主[b¥ffiである。さらに，集

糞ベルトが1!.~の IiJî 1-.を通る場合には (図 2)，~を介した

感染抗を招く危険性もある。

このように， WL鶏舎で鶏を飼育する場合には， [荊JR

))，%舎よりも綿密な管:fIHが求められる。

2 注目すべき疾病

過去にWL鴻舎で発生報告があった鵡病としては，サ
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CJFJ:林水産省 高PE統fllより作成)

図 l 飼養戸数と l戸当たりの飼養羽数の縫移(各年2月 l日)

表 l目 節l養形式と収容羽数の剖合

飼養方式 材i数の割合 収容羽数

開放鶏舎 71.7% 
開放低床式 52.3% 

47.4% 
25，6% 

開放尚床式 19.4% 21.8% 

WL鶏舎 28.3% 
~窓低床式 19.8% 

52.5% 
34，2% 

無窓高床式 8.5% 18，3% 

(日本養鶏協会 2005)

ルモネラ症，コクシジウム症，壊死他腸炎，熱射病，伝 会によるサルモネラ笑態調笠によれば，分隊の頻度は開

染性i喉頭気管炎(ILT)，ワクモやトリサシダニの感染， 放鶏舎より WL鶏舎が3倍多いとの報告があるl九 その

大腸菌症，伝染料:気管支炎 OB)，3¥ トリ白血病ウイルス 他に WL鶏舎の壁が二重構造であるため，鶏舎内に住む

による頭部皮下腫熔引があるロその中で， WL鶏令で問 ネズミの対策が難しく，ネス.ミの媒介による病原体の汚

題となり易いと恩われる疾病について紹介する。 染拡大が指摘されている3UO

1) サルモネラ症 2) 鳥インフルエンザ

1980年令代後半から SalmonellaEnteritidis (SE)によ 2004年 1月の H5N1 !lE型のウイルスによる高病原性

る食中毒の多発が世界的に食品衛生上の重要な問題に 鳥インフルエンザ (HPAI)の発生は，園内の養鶏家を驚

なっている。サルモネラ症は一般に経口感染が原因と考 侍させ，以後冬Jt)jを中心として毎年緊張が続いている。

えられ，汚染した飼料・糞・飲用水などが主な感染源と その伝播には野鳥や里子生動物の関与が疑われている11
して知られているが， WL鶏舎では動l養密度の高さと換 野生動物の侵入を防止し易い WL鶏舎は鳥インフルエ

気不良が原因で気道感染により発生した症例が報告され ンザに対して安会と考えられるが， 一度ウイルスの侵入

ている 11.2.¥，.10._11)。また， 2004年における(社)臼本養鶏協 を許せば被害は甚大となる。

-234ー



第 46巻 2010 年

固コ lI I I ~I I I I~ I 
c1 

[わア|1~r I 羽

l ~ I I I 

|141 1 

lI I I I ~) I I II . ~. 
q 

恥 I~LD じ;
G J ・胸 ー叫て:>:".・

図 2. 糞をついばめる構造になっている集糞ベルト

3) コクシジウム症・壊死性腸炎

WL鶏舎では，集糞ベルトを使った多段式立体ケージ

システムが多く採用されている。図2のように集糞ベル

トを設置した場合には，ベルトに付着した糞を下段の鶏

がついばむことによって，コクシジウム症などが広がり

易いと指摘されている。更にコクシジウムの濃厚感染が

クロス トリ ジウム (Clostridiumperfringens)による壊

死性腸炎を誘発した事例がある 10.2!.3引。 これらは気視と温

度が高い夏期に発生し易く，コ クシジウムに対する免疫

を持たない若鶏に多くみられる傾向がある。尚，この疾病

は， Aラインのケージシステムでも発生することがある。

4) 熱射病

WL鶏舎では，夏期の高視対策として， 人気を水冷す

るクー リングノぞッド却を設置する ことがある。しかし，

円本の気候は大陸気候とは異なり高J品多湿のため，装置

の能力によ っては環境制御が不ー|分な WL鶏会もあり，

夏期の熱射病は少なくなL、。

5) ワクモ・トリサシダニ

採卵鶏に寄生するダニとして，以前はトリサシダニが

主流であったが， 2000年頃よりワクモの寄生が明えてい

る。村監，y3i>によると，ワクモの浸潤率は採卵1;草場の全体
では 85.2%と高いが， WL鶏舎では 34.1% (95/279)と

低いものの， 注意tが必要である。近年のワクモの全国的

な発生によって，伝染病の媒介が危'限されている。また，

ワクモによる媒介でl支府想定息痘が重症化したと思われる

事例3.30)もある(写真 1)。

WL鶏舎では舎内の照度が低いため， ワクモの浸潤に

気が付くのが遅れ，重度に汚染する撃が多L、。

セミ ¥>VL鶏舎では，外壁がカーテ ンで仕切られる構造

のため，人気は犀ー根のモニタ一部分から大型ファンによ

写真 L WL鶏舎で発生した皮膚型鶏痘

る強illlJ換気を行うが，多くの遮蔽物を持つ械造のため，

空会時であってもワクモが集;協をつくり易く ，殺虫がまft

しいと言われている。

6) 大腸菌症

園内の貌病のうち，常によ{立を占める大JJ易ilJ¥iliiては，肉

m懇で多く報告されている。しかし近年， WL鶏舎にfiilJ
養された 60，000平lの採卵子お1洋で，誘導換'J'J後に急倒j枚IflL

症型大腸菌症が発生し， 0.78株が検出されている則。ま

た， 2002年三重県内の採卵養鶏場で， 2室に分かれた新

築 WL鶏令の l室 (10，000羽飼養)において，140 1:1齢

時から死亡鶏が増加し，段終的に 751'1'1が死亡した。発

生の原因として，人気に!の操作失宜が考えられた。!日jじ

人気管理をしていたも うl主において発生しなかったの

は，収容可能羽数が 10，000羽の ところ実質収容数 7，000

羽であったために，換気不足にならなかったと考えられ

ている制。
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2006年l月，愛知県内の採卵養鶏;場の WL鶏舎 (28，000

羽飼養)において本病が発生し， 的l清w10-78が検出され

た。終息までに成鶏893~fJ，オールアウトまでに 1 ， 978 羽

が死亡した九 近年では，種々の原因で，採卵l時期の議で

あっても大腸菌1ii'が発生するケースが報告されている招}。

7) 伝染性気管支炎(IB)

生ワクチンのスプレー投与時に，鶏舎全体にワクチン

を行き渡らせるために換気扇を操作するが，大型の WL

鶏舎ではこれが難しL、。また，給水ノfイプが長いために，

ワクチンの飲水投与H寺の断水が難しL、。飼養羽数が多い

WL鶏舎では複数の種鶏群113来の雛を導入するために，

ワクチンによる免疫のバラツキが大きい問題もある。こ

れらの:f!!l由から WL~島舎では生ワクチンが全ての鶏に

行き渡らないことがしばしば起き，注意が必要である。

また， IBのワクチネーションでは抗原性状が異なる

ワクチンを組み合わせることが惟奨されているが，調I~の

ロットが複数の場合， 大詰IE導入前までに投与されるワク

チンの種類が一定ではないことを考慮、して， ワクチン歴

を正確に把握することも重要である。

3. 衛生対策

般的に WL鶏舎は開放鶏舎に比べて，換気量や!照明

度， 舎内視度を;j;1j街iしやすいために， iii1j'[而桜あたりの

飼育羽数を増加することができる。しかし， WL溺舎で

は管理者が lユド11羽を観察することが葉Igしく，異常を発

見することが遮れがちになる。また，導入される大詰Igは

飼育環境の急変により飲水・給餌システムに慣れるまで

にH寺間を裂し，飼料摂取不足，イジメなどストレスに遭

遇する。 ¥VL鶏舎では，この|時期にこまめな観察を行い，

ー11'.¥'的に7J(}jと!!?'J支を上げて飲水し易くし，給餌回数を

多くするなどして， Jift.iが新しい飼育環境に早く慣れるよ

うコ;夫することが大切である。;市'に高温および換気不足

に注意 し，飼養管理の段通化に努めることが重要であ

る。ここでは，最近行われている衛作対策について，疾

病ごとに紹介する。

1) サルモネラ症

サルモネラ対策では， HACCP方式が推進されている。

重要管理点 (CCP)を見極めることにより，効率的な衛生

管.(1Hが可能である 2.6) 作業衣，長靴などの履き替えは衛

生管理の基本である 5.12.13.32制。また， 雛の導入古ijの鶏舎

の細菌検査と，導入時における初生雛の輸送箱や，大量It

の輸送カゴの細菌検査によって，養鶏場とIlIg業者との相

互批視による 「衛生争i;.flj!の質の向上Jが可能である。オー

ルアウト後には，ワクモ，トリサシダニ，ハエなどの衛生

害虫およびネズミに対する対策が豆妥である31揖}。 オー

ルアウト後，清掃・洗浄を行ない， 24時間以内に境素系

またはヨウ素系消毒剤で消毒すると高い消議効果が得ら

れる1，28)。また，導入若雌にはCE製品，サルモネラワク

チン，有機西空などの資材の利用も検討したL、。

2) 鳥インフルヱンザ

農場への出入りの制限，消毒の徹底，鶏舎への出入り

なと，毎日の針l養管理の際lこ鳥インフルエンザウイルス

を持ちこまない対策が必要である8.19.26)。また，野鳥およ

びネスミをはじめとする野生動物が鶏舎内に侵入するこ

とが無いよう卜分な対応が必要である九 また， 現在で

は鶏舎の通路および敷地などに消石灰粉末の散布が推奨

されている。野外に撒布された消石灰は，強アルカリ性

を保持していれば高い消毒効巣が期待できる U)。しか

し，降雨により濡れた消石灰が泥状化し，硬化した場合

は消毒効巣が低下することから川，定期的な散布が推奨

されている。

3) コクシジウム症と壊死性腸炎

WL鶏舎では，集糞ベルトによってコクシジウム症が

伝指されることが指摘されている。¥g¥2に示した通常の

集糞ベルトを採用している WL'説会において，感染の拡

散を防ぐためには，同じ場所の:丈島にベルトの同じ位置が

常にくるように，ベルトの停1¥:1立置を一定にする (定点

停止)，誕のついたベル卜と下段の鶏との距離を十分に

取る，金制を設置するなどの r.夫が必要である。また，
図3は下段の泌がケージ天井部のベルトについた糞をl啄

ばまないように変更された集糞ベルトシステムで，工事

貨が約 15%アップにはなるが，コクシジウム症を効果

的に予防できると期待されている。コクシジウムの感染

源であるオーシストの消毒剤としては，オルソジクロロ

ベンゼン製剤(オルソ剤)が有効であるが，胞子形成

オーシストを殺滅するには 5~611寺聞を要するために，

思i.i!:，消毒槽や床なと，消毒液が長く貯淘できる状態にし

て使用すると有効である。

4) 熱射病・換気不足

熱射病対策には， 一|一分な能力を有するファンや飲水設

備の確保，温度や飼育常!支の適切な管J!![が必要であ

るiへ また， WL鶏舎の入気部にクーリンクバ ソドによ

る水冷を取り入れているところがある。その他に，人気

部の日射を防ぐために，琉球アサガオやゴーヤをネット

に追わせたグリーンカーテンを採用している農場もある

(写真 2，3)。更に落雷などによる停電に備えて自家発電

装置の設置・活'理も重要になる。また，換気は，室温の

変化によってファンが作動することで行われているが，

電圧によって回転の強弱を制御するインバータ一方式

と，ファンの回転は一定で， 設定温度に達するとファン
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ベルト」二の糞を鶏がl琢ばめない精iきにした集糞ベルト図 3.

グリーンカーテンは盛夏には高さ 6m，幅

70mに成長し，西日を遮ることができるo

写真 3

ツル性植物の琉球アサガオをネットには

わせたグリーンカーテン(初夏)

写真 2.

そのため，換気扇の操作や換気温度の設定が重姿とな

る。また，新しく若雌を導入する際には，前回飼育され

た鶏訴を汚染していた病原菌を排除するよ うに， 清掃お

よび消毒が重要である幻JO

7) その他

IB25l， ILT， EDSおよびマイコプラズマ泊ーなどの発伎

は， 開放鶏舎と差異はないと考えられるが，換気失宜な

とがあった場合， 発百Eの危険性が増加する。また，収容
羽数の多さおよび収容省度の高さから被害が大きくなる

傾向があり，各農場に適したワクチネーションの実施と

一般衛生.管理が重要になるl九

鶏舎の洗浄と消毒

¥VL鶏舎は開放鶏舎に比べて勾配が少ないことが多

く，大2量の水を使用しての洗浄および消毒は不向きな構

4. 

がスタ ートするオ ンオフ方式がある。冬期には，イン

ノ〈ータ一式では|判々までの換気が凶難であり，オンオフ

式の場合は入力時に多くのホコリが発生する。こうした

利点・欠点を理解して，最適な換気を行う必要があるe

5) ワクモとトリサシダニ

ワクモやトリサシタ'ニの駆除方法として，オールアウ

ト後の殺虫剤の散布， 65
0
C以上を確保できるスチームク

リーナーによる鶏舎洗浄，オールイン前の殺虫剤の散布

が勧められる。殺虫剤の散布はオールイン前には確実に

実施して欲しL、。また，散布する殺虫剤は， 当該農場の

ワクモに感受性のものを選ぶ必要がある37)。

6) 大腸菌症

採卵鶏で発生する大腸菌症は，冬期の乾燥状態でファ

ンを作動させることや，低温対策のためにファンの作動

を抑えることによる換気不足が誘凶となる例が多~ ¥9.20)。
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表 2目 オールアウト後の清掃および消蒜の実際

収容羽数 53.760羽 直立7段 4JIJ CI塗圧方式 Wし鶏舎)

日程 作業の流れ

l日目 オールアウト

2日目 配電盤，モータ一等をビニールで覆う。

4日目 大型コンプレ ッサーを使用し，高所のほこりを吹き飛ばす。

作業員 3名Xl日閥

5-9日目 混水高圧洗浄機を使用し，鶏舎内水洗。

作業員 3名X5日間

10日目 乾燥

11-14日向 発泡消毒

(グルタルアルデヒド) 8L+(発泡剤) 8 L十殺虫剤(有機リン系) 14 L+殺虫

剤(ピレスロイド系)7L+水4000L 

15日目 乾燥

シスタンク，ニップルパイプ等の飲水系統の洗浄。

界直i活性剤IJ6L+水 1200しをパイプ内にJ箭たし 1I!免放置し，翌日に排出およ

びすすぎを行う。

16日白 煙家持

消務液(過育i'酸，過酸化水素と酎i'般の混合物)18L+拡散剤 6L十水 180L 

17目白 煙務

殺虫剤(有機リン系)6 L+殺虫剤(ピレスロイド系)3 L+拡散剤 9L+水

肌

一
服口

u

鶏舎内拭き取り検査

サルモネラフリーが基準。大腸的群は水洗，消毒の効果を線認

19日目 若雌導入開始

造といわれていたlh しかし近年，採卵養鶏場では消毒
の徹底が要求され.大量の洗浄液と発泡剤などを駆使し

た洗浄・消紛が行われているは..n)。表 2はある採卵養鶏

場における清帰・消すjjマニュアルを紹介するが，オール

アウトから次の若雌導入までの 19日間で行われている。

この農場では専ー門業者に委託するが，洗浄・ 1向指に要す

る経貨は概ね l羽当たり 10F'J前後が計上されている。

洗浄と消毒は疾病対策には重要な作業であり， 当!農場で

は消背後の設備の拭き取り検査を実施しており，サルモ

ネラの陰性が確認されている。 しかしながら，ネズミ等

が保菌していることもあるので，消毒によって先・令に陰

性化することは容易ではないと考えられる則。

食品の安全・安心という消費者の要望は，採9fJ養鶏の

衛生対策lこ大きな影響を与えている。特に，ポジティフ

リスト制度が導入され，その給巣s 消毒剤および殺虫剤

の使用には工夫が必'&!ーとなっている。吏に 2008年 3月

にホルマリンを安全かっi直切に使用するための改正政省

令が施行され，ホルマインに換わるr商務法への移行を進

めている農場も多く，グルタールアルデヒドなとの使用

が試みられている。代替法について，有効性，安全性，

注意点などを整理しておく必要があろう。

5 ワクチネーション

高官官j支で多数飼育されている鶏を伝染病から守るには

ワクチンが不可欠である。成鶏のワクチン投与は鶏術研

究会推奨の総合ワクチネーションプログラムに沿って大

雛期までに実施するのが望ましL、16)。 しかし， vVL鶏舎

のように. 1 1詳の羽数が多L、ほどワクチン投与作業は難

しい。特に，種卵の供給が複数の稜鶏場から行われる場

合には， NDおよび IBDウイルスなとの移行抗体悩のバ

ラツキが大きくなり，ワクチンの均一な効果が期待でき

ないことがあるl九 ワクチンプログラムを決定する以前



に，担iiの抗体1dljのバラツキを確認することも必妥であ

る。鶏舎全体の鶏に生ワクチンが行き波るようにするた

めに， スプレー投与時の換気扇の運転，飲水投与H寺の絶

水，長い給水ノfイプの調終などがE主要である。

大賀ii:J切に接種される ND，IB， IC， EDSおよびMGなど

のオイルアジュパント多ijlliワクチンの普及に伴い， J或鶏

j羽のワクチン投与が省略されることが多L、。 しかしなが

ら，抗体が誘導されたかを検証してみると，オイルワク

チンの接檎漏れが指摘されることがある。 また，ワクチ

ン接種時の失誌で， ワクチンが胸腔や腹腔内および各臓

器にlt-i留して健全な発育が阻害される例がある。大首位j羽
の最後のワクチン抗体にバラツキが大きいと J7} 感染の

危険が終生に亘 り持続することになる。 また，オイルア

ジュパントワクチン接積後にE十一ワクチンが追加投与 され

る場合もあるが，有効性は確認されていなL、。 また，生

ワクチンの投与11寺に，鶏舎内にホコリなどが多く浮遊し

ている状態では，納岳iの二次感染を沼き易いので，注意

する必主主がある。

おわりに

近年の養鵠産業は WL鶏舎・自動集卵システム・rr
体多段式ケージシステム・強制換気，さらに鶏舎の 自動

洗浄ロボッ卜などの導入で大型化し，装置産業と呼ばれ

て久しL、。

高度に複i常化・高浴)変化した鶏舎機j生は， -'pJ 羽を

観祭ーするのには適していなL、。生物としての鶏の生活!に

必ずしも合致しているとは言 い難く，いま WL鶏舎でみ

られる疾病の発生主引退|の多くはこの点に起|型する。鶏卵

価格の低迷や飼料の全てを輸入に頼る現状が解決される

糸口が見えない以上，国IJ:]の養鶏産業は今後もさらなる

高効率化・大規模化が進むと予想される。

新しく開発される飼養設備は，鶏の生現をよく理解し

たものが望ましL、。 また疾病のコントロールにあたる獣

医師・コンサルタントは，この鶏舎の諸問題に関する専

門知識を有しなければならなL、 新しく飼育管理設備を

導入するにあたっては，この鶏舎独自の問題点を充分に

認識し，節l養手干の.fA解を得る必裂がある。 そして鶏群を

丁寧に観察し，飲水，飼料，換気，糞の処理などについ

て適切な飼養管理を行うことが重要である。
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Actors Influencing Disease Outbreaks in Windowless Layer Houses 

and Their Control Measures 

The Japanese Society on Poultry Diseas巴S

C-101 Sun Villag巴KawamUl呂， 1-21-7 Kannondai， Tsukuba， lbaraki 305-0856 

Summary 

Thc total num b巴rof laying chick巴nshas remain巴dalmost constant for sev巴raldecad巴Sll1

Japan. IIowever， thc managcm巴ntscale of poultry farms is becoming larger due to introducing 

larg巴winclowlcsslaycr houscs， accompanicd with a cl巴crcasingnumber of poultry farms. ln such 

large chickcn houses， outbr巴aksof salmoncllosis， coccidiosis and necrotizing巴nt巴rocolitis句 h巴at-

strokc， colibacillosis， ancl DermanysslIs gallil1aes etc. occur. For b巴ttcrcontrol of such diseas巴Sll1

large lay巴rhous巴s，special car巴 mustbe taken on several criticと11points. For巴XとlInpl巴， breeclet 

sourc巴smust be carefully selectecl because coll巴ctionof many hatching eggs from multiple 

bre巴dingfarms may increase the chance of in-egg or on-egg transmission of pathog巴nssuch as 

salmonella， and increas巴thevariation of maternal antibody titcrs. Furthermore， careful manage 

ment to maintain a suffici巴ntγ巴ntilationair volum巴isrequired in summ巴rand even in wint巴r.In 

addition， suffici巴ntcleaning and disinfection before introducing new chickcns and daily removal 

of f巴C巴sfroll1 belts for th巴multistagecag巴sar巴巴ssentialfor pr巴venting discas巴transll1tssron

(J. Jpn. Soc. Poult. Dis.， 46， 233-240， 2010) 

Key words : coccidiosis， colibacillosis， DermanysslIs gallinae， lay巴r.salmonellosis 
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